
 

 

ナビゲーション装置事件 

 

審決取消請求事件 

令和５年１１月２９日判決（知財高裁） 令和５年（行ケ）第１００１４号 

キーワード：訂正要件／特許請求の範囲の拡張又は変更 

担当 弁理士 黒田直志 

 

１．事案の概要 

 原告は、令和４年９月１２日付けで、本件特許の特許請求の範囲及び明細書を訂正す

る訂正審判請求をしたが（訂正２０２２－３９０１５４号）、特許庁は、令和４年１０

月１９日付けで訂正拒絶理由通知書を発し、これに対し原告は、同年１１月２２日付け

で意見書を提出したものの、特許庁は、令和５年１月１０日、「本件審判の請求は、成

り立たない。」との審決をした。そこで、原告は、令和５年２月１５日、本件審決の取

消しを求めて本件訴えを提起した。 

 

２．結論 

 請求棄却（審決維持） 

 

３．本件特許 

発明の名称：ナビゲーション装置 

登録番号 ：特許第４９３７０８７ 

出願日  ：平成１９年１１月２１日 

登録日  ：平成２４年３月２日 

 

【請求項１】（訂正前） 

Ａ 地図データを記憶する地図データ記憶手段と、 

Ｂ この地図データ記憶手段に記憶されている地図データを基にして地図画面を表示

する表示手段と、 

Ｃ ユーザーによる操作を受けてこの表示手段の地図画面上から対象地点の位置情報

を取得する位置情報取得手段と、 

Ｄ を備えたナビゲーション装置において、 

Ｅ 対象地点の地点候補を絞り込む候補抽出手段を設け、 

Ｆ この候補抽出手段で抽出された地点候補を、前記表示手段の地図画面上にシンボル

マークで表示するとともに、 

Ｇ 前記表示手段の地図画面上に前記地点候補がシンボルマークで表示されている間

は、前記位置情報取得手段によって位置情報を取得し得る地点を、前記シンボルマーク
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に対応する位置に制限することを特徴とするナビゲーション装置。 

 

＜訂正事項＞ 

Ｇ’ 前記表示手段の地図画面上に前記地点候補がシンボルマークで表示されている間

は、前記位置情報取得手段によって地点候補の位置情報を取得し得る地点を、前記シン

ボルマークに対応する位置に制限することを特徴とするナビゲーション装置。 

 

４．争点 

 訂正は実質上特許請求の範囲を拡張し又は変更するものであるか否か。 

 

５．裁判所の主な判断（下線は筆者） 

（１）構成要件Ｇの「前記位置情報取得手段によって位置情報を取得し得る地点」を「前

記位置情報取得手段によって地点候補の位置情報を取得し得る地点」に変更する訂正に

おいて、「地点候補の位置情報を取得し得る地点」は「シンボルマークに対応する位置」

となってしまう。そして、「前記位置情報取得手段によって地点候補の位置情報を取得

し得る地点を、前記シンボルマークに対応する位置に制限する」という構成は、実質的

に位置を制限せず、位置情報を取得し得る地点についての「制限」をなくしている。こ

のため、訂正によって、発明特定事項の一部を削除する変更がなされることになる。 

 

（２）従って、訂正は、実質上特許請求の範囲を変更するものと認められるから、特許

法１２６条６項の要件に適合しない。 

 

以上 


